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員
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川
伸
君
提
出
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
核
物
質
防
護
に
関
わ
る
不
適
切
な
文
書
管
理
案
件
に
関
す

る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
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を
送
付
す
る
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
宮
川
伸
君
提
出
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
核
物
質
防
護
に
関
わ
る
不
適
切
な
文
書
管
理
案
件
に

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
十
一
月
二
十
六
日
の
・
・
・
定
例
記
者
会
見
」
に
お
け

る
山
中
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
の
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
（
以
下
「
柏
崎

刈
羽
原
子
力
発
電
所
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
発
言
（
以
下
「
発
言
」
と
い
う
。
）
は
、
御
指
摘
の
「
検
査
指
摘
事
項
」
及

び
「
検
査
継
続
案
件
」
に
つ
い
て
、
令
和
七
年
十
一
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
た
第
四
十
三
回
原
子
力
規
制
委
員
会
臨
時
会
議

（
以
下
「
臨
時
会
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
議
論
さ
れ
た
内
容
等
を
踏
ま
え
、
そ
の
時
点
に
お
い
て
把
握
し
て
い
た
事
実
に

基
づ
く
見
解
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
こ
う
し
た
判
断
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と

お
り
、
発
言
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
点
に
お
い
て
把
握
し
て
い
た
事
実
に
基
づ
く
見
解
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
適
切
な
も

の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
御
指
摘
の
「
検
査
継
続
案
件
」
に
つ
い
て
は
、
一
で
御
指
摘
の
「
定
例
記
者
会
見
」



 

２ 

 

に
お
い
て
「
今
後
の
結
果
次
第
で
、
規
制
措
置
は
き
っ
ち
り
と
対
応
し
て
い
き
た
い
」
、
「
こ
れ
は
も
う
結
果
次
第
で
、
広

が
る
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
重
た
く
な
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
、
今
後
の
結
果
を
見
て
み
た
い
」
等
と
発
言
し
て
い
る
と

お
り
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
十
一
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
原
子
力
規
制
検
査
に
よ
り
、
引
き
続
き
事
実
関
係
を

確
認
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
委
員
長
が
把
握
し
て
い
る
事
実
関
係
」
に
つ
い
て
は
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
臨
時
会
に
お
い
て
議
論
さ
れ

た
内
容
等
で
あ
る
。
な
お
、
臨
時
会
に
つ
い
て
は
、
そ
の
審
議
内
容
及
び
資
料
に
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関

す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
）
第
五
条
第
四
号
に
掲
げ
る
不
開
示
情
報
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
核
物
質

防
護
に
関
す
る
情
報
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
原
子
力
規
制
委
員
会
議
事
運
営
要
領
」
（
平
成
二
十
四
年
九
月
十
九
日
原

子
力
規
制
委
員
会
決
定
）
第
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
臨
時
会
の
冒
頭
に
お
い
て
、
原
子
力
規
制
委
員
会

と
し
て
非
公
開
で
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 



 

３ 

 

 
 

御
指
摘
の
「
最
終
結
果
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
発
言
に
つ
い
て
は
、
二
に

つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
御
指
摘
の
「
同
会
見
」
時
点
に
お
い
て
把
握
し
て
い
た
事
実
に
基
づ
き
見
解
を
述
べ
た
も

の
で
あ
り
、
適
切
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
原
子
力
規
制
委
員
会
の
「
検
査
継
続
案
件
」
の
最
終
結
果
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明

ら
か
で
は
な
く
、
ま
た
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
仮
定
の
質
問
で
あ
り
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
が
、
い
ず
れ

に
せ
よ
、
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
御
指
摘
の
「
再
稼
働
」
に
つ
い
て
は
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
（
令
和
七
年
二

月
十
八
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
「
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
専
門
的
な
判
断
に

委
ね
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
策
定
さ
れ
た
新
規
制
基
準
に
適
合
す
る
と
原
子
力
規

制
委
員
会
が
認
め
た
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
の
み
再
稼
働
を
進
め
る
。
そ
の
際
、
国
も
前
面
に
立
ち
、
立
地
自
治
体
等
関

係
者
の
理
解
と
協
力
を
得
る
よ
う
、
取
り
組
む
」
と
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
適
切
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
る
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
「
検
査
継
続
案
件
」
の
最
終
結
果
を
待
た
ず
に
再
稼
働
が
強
行
さ
れ
た
場
合
」
及
び
「
そ
の
後
の
最
終
結
果



 

４ 

 

の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
稼
働
停
止
を
含
む
規
制
措
置
が
取
ら
れ
る
場
合
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら

か
で
は
な
く
、
ま
た
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
仮
定
の
質
問
で
あ
り
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ

よ
、
一
般
論
と
し
て
、
例
え
ば
、
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
第
二
項
に
お
い
て
、
「
発
電
用
原

子
炉
設
置
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
の
許
可
を
取
り
消
し
、
又
は

一
年
以
内
の
期
間
を
定
め
て
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十

三
第
二
項
に
お
い
て
、
「
防
護
措
置
が
前
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る

と
認
め
る
と
き
は
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
に
対
し
、
是
正
措
置
等
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
法
第
四
十
三
条
の
三

の
二
十
七
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
、
「
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
の
た
め
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
」
は
、
「
核
物
質
防
護
規
定
の
変
更
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
規
定
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
命
令
の
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要
否
を
含
め
個
別
具
体
的
な
事
実
関
係
に
即
し
て
判
断
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。 


